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№

ウェルフェア

おおわにおおわに
みんなで築く あんしん おおわに

176

「
み
ん
な
で
集
え
ば

�

も
っ
と
、
お
い
し
い
！
」

　

新
事
業
の
「
み
ん
な
の
食
堂
お
お

わ
に
」
は
、
共
食
と
ふ
れ
あ
い
を
通

し
て
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
と
心

身
の
健
康
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
一
人
暮
ら
し
で
あ
ま
り
食
欲
が

な
い
方
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
で
元

気
に
な
り
た
い
方
、
子
育
て
家
族
な

ど
世
代
を
問
わ
ず
参
加
し
て
い
ま

す
。
食
事
前
は
一
緒
に
ゲ
ー
ム
や
抹

茶
を
楽
し
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
赤

ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す
う

ち
に
自
然
と
大
人
も
笑
顔
に
な
り
ま

す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
月
に
一
度
で

も
、
地
域
の
人
た
ち
と
会
話
を
し
な

が
ら
食
事
を
す
る
機
会
は
あ
り
が
た

い
」「
子
ど
も
が
普
段
よ
り
多
く
食

べ
て
く
れ
た
」「
気
分
転
換
に
な
っ

て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
団
体
の
会
員

さ
ん
た
ち
が
調
理
や
お
茶
会
を
担
当

し
て
い
ま
す
が
、「
自
分
た
ち
も
元

気
を
も
ら
っ
て
い
る
」
と
い
う
方
も

多
く
、
今
後
も
大
鰐
町
の
元
気
に
少

し
で
も
つ
な
が
る
よ
う
開
催
し
て
ま

い
り
ま
す
。参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

大
鰐
社
協
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

～みんなの食堂～
新事業について詳しくは４頁にありますので

参加希望の方は大鰐社協までお申し込みください。
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令和５年度 令和５年度 事業報告事業報告
「みんなで築くあんしんおおわに」を目指して、大鰐町社協は下記の事業を実施しました。

（事業抜粋）

法人経営の組織基盤の強化
会員加入の促進

加入件数1,895件　合計金額2,096,500円
（内訳：一般会員1,810件、特別会員23件、
　賛助会員62件）

理事会・評議員会・監査会等の開催
理事会5回、評議員会2回、各種監査会3回、
三役会3回、調査広報部会4回、福祉サービ
ス苦情解決第三者委員会1回

研修会等参加
　　役職員延べ63名参加

生活困窮者等の自立支援
たすけあい貸付金　１件　５万円
生活福祉資金貸付金　なし
たすけあい物資援助　12件　（食料）
生活困窮者自立支援事業との連携　対象者6名
ひとり親世帯新入学児童生徒応援事業
　　10名（5,000円分の図書券配布）

総合相談・援助体制の確立
心配ごと相談所　（計17回）　相談件数24件
広 域 法 律 相 談　（大鰐町開催２回）　相談件数９件

生活支援体制の確立
日常生活自立支援事業
　　�金銭や重要書類等の管理が不十分な方への

支援　　支援件数319件　（利用者12名）
介護用品支援サービス事業　（①は町委託事業）
　①要介護4～5の非課税世帯　延べ40名
　②要介護1～3の非課税世帯　延べ80名
福祉機器・レクリエーション用具の貸出し
　　車椅子　5件、レクリエーション用具11件

共同募金活動への協力
募金運動期間　　　10月～２月
募 金 額 合 計　　　1,453,425円
　　（内訳）　戸別募金	 1,266,230円
　　　　　　街頭募金	 18,317円
　　　　　　学校募金	 10,047円
　　　　　　職域募金	 82,408円
　　　　　　その他	 76,423円
うち一部広域の災害支援等の財源となり、
今年度、1,000,000円地域へ配分となる。

地域支え合い体制の構築
ほのぼの交流協力員等研修会
　　協力員他関係者　67名参加
おおわにの【わ】発行（地域のつながり啓発チラシ）
福祉安心電話サービスの実施
　　10台（登録協力員数31名）

福祉懇談会「ほっとカフェ」の開催
　　15名参加　～居土多目的集会センター
ふれあいサロン（住民つどいの場）の開催
　　６回開催　延べ108名参加

福祉センターみんなの作品展の開催
　　11/15～12/9　～総合福祉センターロビー
生活支援体制整備事業の推進
　　・通いの場の実態調査、広報等による周知
　　・地域づくり講座の開催　
　　　　7回開催　延べ342名参加
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福祉啓発活動の推進・
福祉情報の提供

大鰐町社協広報紙「ウェルフェア」の発行　４回
ホームページによる各種情報公開
大鰐町社会福祉大会の開催
　　表彰者９名、感謝状贈呈２名及び４団体
　　（式典のみの縮小開催）

指定管理制度・受託事業の効果的運営
大鰐町老人福祉センターの管理運営

センター入浴者数3,958名
冬期間高齢者生きがい事業（1日実施）
　20名参加
町老人クラブ連合会事務局運営
単位老人クラブ11クラブ　会員数236名

【大鰐町中央児童館の管理運営及び放課後児童育
成事業の受託】

利用者延べ　12,976名
幼児から高校生までを対象とし、仲間との

様々な遊びや体験活動を実施した。
母親クラブ事務局、各種団体との連携事業

を推進した。
【第19回大鰐町長寿福祉祭の開催】

長者番付横綱・大関５名、90歳顕彰者63名
金婚夫婦２組

【大鰐町戦没者追悼式の開催】
8/20（土）　令和元年度以来の完全開催
36名参加

福祉教育ボランティア活動の推進
【ボランティア推進校の指定】
　　大鰐中学校、大鰐小学校

【小学校ボランティアスクールの開催】
高齢者疑似体験　６年生48名参加

【ボランティアセンターの設置】
活動　 15回
参加者 99名

【春の清掃奉仕活動】
センター周辺河川ゴミ拾い　17名参加

福祉バス事業
【運行期間】　冬期間12～3月の間で5日間実施
　　延べ利用者125名
　　�社協ふれあいサロン、老人福祉センター事

業との連携により実施

シルバー人材センター事業
　高齢者の生きがいと社会参加を目的に就業機
会の提供及び研修会等を行った。
会員数41名　（３月末時点）
受注業務　通学指導、駐車場誘導	 30件
　　　　　りんご農作業、雪囲い	 44件
　　　　　網戸張替、雪止め取付	 1件
　　　　　清掃・除草・草刈り	 273件
	 【受注合計　355件】
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資 金 収 支 計 算 書
（単位：円）

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

会 費 収 入 2,263,000 人 件 費 支 出 41,952,184
寄 付 金 収 入 160,000 事 業 費 支 出 38,309,305
経常経費補助金収入 24,928,145 事 務 費 支 出 3,762,956
受 託 金 収 入 44,715,252 貸 付 事 業 支 出 50,000

貸 付 事 業 収 入 80,000 共 同 募 金 配 分 金
事 業 費 支 出 1,174,000

受 託 事 業 収 入 15,599,301 助 成 金 支 出 1,525,850
労働者派遣事業等
受 託 金 収 入 85,097 負 担 金 支 出 232,200

共同募金配分金収入 1,174,000 そ の 他 の 支 出 38,132

積立資産取崩収入 38,480 そ の 他 の 施 設 設
備 等 に よ る 支 出 2,590,000

受 取 利 息
配 当 金 収 益 978 基金積立資産支出 656

そ の 他 の 収 入 112,719 積 立 資 産 支 出 2,123,720
収入合計① 89,156,972 支出合計② 91,759,003

当 期 資 金 収 支 差 額 △ 2,602,031 ①－②＝③
前 期 末 支 払 資 金 残 高 15,406,611 ④
当 期 末 支 払 資 金 残 高 12,804,580 ③＋④

事 業 活 動 計 算 書
（単位：円）

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

会 費 収 益 2,263,000 人 件 費 41,913,704
寄 附 金 収 益 160,000 事 業 費 38,309,305
経常経費補助金収益 24,928,145 事 務 費 3,762,956

受 託 金 収 益 44,715,252 共 同 募 金 
配 分 金 事 業 費  1,174,000

受 託 事 業 収 益 15,599,301 助 成 金 費 用 1,525,850
労働者派遣事業等 
受 託 金 収 益 85,097 負 担 金 費 用 232,200

共同募金配分金収益 1,174,000 基 金 組 入 額 656
そ の 他 の 収 益 112,719 減 価 償 却 費 264,929
受 取 利 息 配
当 金 収 益 978 そ の 他 の 費 用 38,132

その他のサービス 
活 動 外 費 用 2,123,720

収入合計① 89,038,492 支出合計② 89,345,452
当 期 活 動 増 減 差 額 △ 306,960 ①－②＝③
前 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 18,344,543 ④
当 期 末 繰 越 活 動 増 減 差 額 18,037,583 ③＋④
次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 18,037,583

【主な事業別支出内訳】
法 人 運 営 事 業 19,581,062 生活支援体制整備事業 4,652,529 
福祉団体助成金事業 1,532,030 福祉センター事業 14,502,854 
共同募金配分金事業 1,174,000 児 童 館 事 業 14,364,840 
長寿福祉祭事業 1,300,191 放 課 後 児 童 事 業 10,557,838 
たすけあい事業 90,559 シルバー人材事業 21,039,005 
福 祉 バ ス 事 業 779,620 そ の 他 事 業 2,184,475

【主な資金収支科目の説明】
収入科目

会 費 収 入 町内各世帯や企業、商店及び個人からいただ
いた会費

寄 附 金 収 入 一般個人や団体からの寄付金
経常経費補助金収入 事業実施のために町等からいただいた補助金

受 託 金 収 入 老人福祉センター及び児童館の指定管理料や
他事業受託金

受 託 事 業 収 入 シルバー人材センターで業務を請負った分の
収入

労働者派遣事業等受託金収入 県シルバー人材センターからの人材派遣手数料
共 同 募 金 配 分 金 収 入 県共同募金会から配分された募金の額

支出科目

人 件 費 支 出 事務局や委託事業に係る職員の給料、手当、
社会保険料等

事 業 費 支 出 社会福祉事業および委託事業を行うため支出
した額

事 務 費 支 出 法人運営やシルバー人材センターの事務費
共同募金配分金事業費支出 共同募金配分金で実施した事業に使われた額
助 成 金 支 出 老人クラブなどの福祉団体へ助成した額
負 担 金 支 出 県社協などへの会費や各種負担金
積 立 資 産 支 出 福祉基金や退職積立金に繰入れた額

貸 借 対 照 表
（単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部
科　　目 当年度末 科　　目 当年度末

流 動 資 産 20,595,300 流 動 負 債 7,790,720
現 金 預 金 19,902,787 事 業 未 払 金 7,242,164
事 業 未 収 金 675,363 預 り 金 33,910
未 収 金 0 職 員 預 り 金 438,646
前 払 金 17,150 前 受 金 76,000
固 定 資 産 45,586,226 固 定 負 債 6,515,850
（ 基 本 財 産 ） 2,508,297 退 職 給付引当金 6,515,850
建 物 1,508,297 長 期 未 払 金 0
定 期 預 金 1,000,000 負 債 の 部 合 計 14,306,570
（その他の固定資産） 43,077,929 純 資 産 の 部
車 輌 運 搬 具 4 基 本 金 1,000,000

器 具 及 び 備 品 2,404,172 国 庫 補 助 金 等
特 別 積 立 金 0

長 期 貸 付 金 678,000 福 祉 基金積立金 32,837,373
退 職 手 当 積 立
基 金 預 け 金 7,158,380 次 期 繰 越 活 動

増 減 差 額 18,037,583

福祉基金積立預金 32,837,373 （うち当期活動　　 増 減 差 額 ） △306,960

純資産の部合計 51,874,956

資 産 の 部 合 計 66,181,526 負 債 及 び 純 資
産 の 部 合 計 66,181,526

令和５年度 令和５年度 収支決算報告収支決算報告
（自）令和５年４月１日　（至）令和６年３月31日
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今
年
も
共
同
募
金
配
分
金
事
業
の
一
環
で
あ
る
「
大

鰐
町
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
花
の
苗
と
土
を
配
布
し
、
花
壇
や
プ

ラ
ン
タ
ー
に
花
を
植
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
町
の
景

観
美
化
や
住
民
同
士
の
交
流
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の

で
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
、
福
祉
施
設
等
へ
参
加
を
募
り
、
計
13

団
体
か
ら
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
団
体
か
ら
は
、

「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」「
み
ん
な
で
花
を
植
え
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
」
な
ど
喜
ぶ
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

大
鰐
町
を

大
鰐
町
を

花
い
っ
ぱ
い
に

花
い
っ
ぱ
い
に

みんなの食堂 おおわにみんなの食堂 おおわに毎月
開催！！

　大鰐町社協では４月より「みんなの食堂おおわに」を開設します。共食とふれあいの場としてだれでも気軽に
参加できます。下記のとおり実施しますのでみなさまのご参加をお待ちしています。

子どもも大人も　みんなで集えばもっとおいしい！
みんなが元気になれる居場所づくり

場　所：町総合福祉センター
定　員：町民 60名程
参加費：100円（当日持参）

※事前申込みが必要となります
※�アレルギー対応はできませんの
でご了承ください。
※�11 月以降同日開催のふれあいサ
ロンについては近くなりました
ら回覧でお知らせします。

申込先：大鰐町社会福祉協議会
　電話　47–5151　まで

【夕　食】　開催時間
17：00～19：00 主なメニュー予定

4月19日（金）
5月17日（金）
6月21日（金）
7月12日（金） 煮込みハンバーグと野菜、スープ、ごはん他
8月23日（金） バターチキンカレー、きのこスープ、スイカ
9月20日（金） 親子どんぶり、味噌汁、つけもの

【昼　食】　開催時間
11：00～13：00
10月19日（土） 自分で作る棒パン、クリームシチュー、バナナ
11月16日（土） 豚の生姜焼きとサラダ、きんぴらごぼう、ごはん
12月21日（土） ケーキ寿司、鶏のから揚げとサラダ、お吸い物
  1月18日（土） 豚汁、わかめおにぎり、みかん
  2月15日（土） カレーライス、野菜サラダ、卵スープ
  3月15日（土） ピザトースト、野菜サラダ、きのこスープ

11 月からは、ふれあいサロンと同時開催です。

都合により急に一部のメニューが変更になる
場合がありますがご容赦ください。

申込み
受付中！
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第
20
回
大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭

に
併
せ
て
金
婚
顕
彰
式
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

金
婚
顕
彰
を
希
望
す
る
ご
夫

婦
は
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
左
記
の
と
お
り
お
申

込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
金
婚
対
象
者
】

現
在
、大
鰐
町
に
住
所
が
あ
り
、

昭
和
49
年 

（
１
９
７
４
年
）
に

婚
姻
届
を
提
出
し
た
、
結
婚
50

周
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦

【
申
込
み
方
法
】

令
和
６
年
８
月
２
日
㈮
ま
で
に

社
協
へ
婚
姻
日
が
分
か
る
戸
籍

謄
本
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
お
よ
び
開
催
場
所
】

第
20
回
大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭
と

同
じ 金

婚
顕
彰
式
の

金
婚
顕
彰
式
の

��

申
込
み
に
つ
い
て

申
込
み
に
つ
い
て

第
20
回
大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭

　

左
記
の
日
程
に
て
、「
大
鰐
町
長
寿
福
祉

祭
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
申
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
左
記
の
と
お
り
お
申
込
み

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
参
加
対
象
者
】

❶
65
歳
以
上
の
町
民
の
方

❷
大
鰐
町
長
寿
番
付
横
綱
及
び
大
関

❸
百
寿
（
100
歳
）
を
迎
え
ら
れ
る
方

❹
卒
寿
（
90
歳
）
を
迎
え
ら
れ
る
方

❺�

金
婚
（
結
婚
50
周
年
）
を
迎
え
ら
れ
る　

ご
夫
婦

【
開
催
日
時
】

令
和
６
年
９
月
13
日
㈮ 

10
時
よ
り

【
開
催
場
所
】

大
鰐
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
申
込
み
方
法
】

◎
65
歳
以
上
の
町
民
の
方
…
お
電
話

か
直
接
社
協
窓
口
に
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

◎
顕
彰
該
当
者
の
方
…
社
協
よ
り
案

内
文
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
記
入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭

第
20
回

（℡ 47–5151）

　

７
月
５
日
、
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
に
令
和
６

年
度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
顔
合
せ
会
を
行
い
、
19

名
の
会
員
が
集
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
会
員
総
会
の
ほ

か
安
全
就
業
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
作

業
中
の
ハ
チ
刺
さ
れ
事
故
が
度
々
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
は

そ
の
予
防
と
し
て
話
題
の
虫
除
け
「
お
に
や
ん
ま
君
」
を
手

作
り
し
ま
し
た
。参
加
者
は
、

集
中
し
て
取
り
組
み
、
20
分

ほ
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
個
性
の
あ

る
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

皆
、
早
速
身
に
着
け
た
い
と

話
し
、
身
近
な
材
料
で
作
れ

る
の
で
家
で
も
作
っ
て
み
た

い
と
い
う
声
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。「
大
丈
夫
、
そ
の
慢

心
が
命
取
り
」
を
今
年
度
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
安
全
就
業

を
目
指
し
て
会
員
の
生
き
が

い
づ
く
り
と
社
会
参
加
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

会
員
相
互
の
親
睦
の
た
め
の

事
業
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
新
規
登

録
会
員
も
随
時
募
集
し
て
お

り
ま
す
の
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。 シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
安
全
就
業
を
め
ざ
し
て

�
お
に
や
ん
ま
君
づ
く
り
で
交
流
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現在まで登録のあったボランティアは 

次のとおりです。

№ 団 体 名 人数 活動区分等

1 大鰐町連合婦人会 115
高齢者の方と関わるボランティア、子供・青少年

の育成、環境美化、防災・安全活動、災害支援、

地域活動、教養・文化・芸術活動

2 あすなろ母親クラブ 43
子供・青少年の育成、スポーツ・レクリエーショ

ン・健康作りの手伝い等、防災・安全活動

3 大鰐町食生活改善推進委員会 45 災害支援、栄養及び食生活改善普及活動

4 大鰐町読書推進会 10
託児・保育（絵本等の読み聞かせ）、環境美化活

動

5 大鰐町赤十字奉仕団 38
病気の方への支援等、子供・青少年の育成、環境

美化、地域活動

6 シルバー人材センター 39 環境美化、防災・安全活動

7 宿川原老人クラブ 19
スポーツ・レクリエーション・健康作りの手伝い

等、環境美化、防災・安全、地域活動、演芸・音

楽披露、教養・文化・芸術活動

8 唐牛老人クラブ 10
スポーツ・レクリエーション・健康作りの手伝い

等、環境美化、地域活動

9 居土区会 11
環境美化、防災・安全、災害支援、地域活動、人

権・平和活動

10 高野新田老人クラブ 22
高齢者の方と関わるボランティア、環境美化、地

域活動

計 352

※ この他、個人ボランティア２名が登録されています。

■

今年４月に開設したボランティアセンター

ですが、現在までに10団体（352名）と、２

名のボランティア登録がありました。

ボランティアの登録は常時受け付けしてお

りますので、お気軽にご相談ください。

当ボランティアセンターでは、ボランティアの依頼を募集し

ております。

福祉施設等で開催されるイベントのボランティアスタッフ、

地区の環境整備、除雪ボランティア等、依頼したい方はお気軽

にご相談ください。

ボランティアの依頼を募集しています

☎47-5151 担当：藤田

■ボランティア活動の内容

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告
★

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
み

ん
な
の
食
堂
お
お
わ
に
と
、
時
短
！
乳

幼
児
食
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座
で
、
調
理
補

助
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

時
短
！
乳
幼
児
食
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
調
理
補
助
の

み
の
依
頼
で
し
た
が
、
食
生
活
改
善
推

進
委
員
の
方
々
が
、
子
ど
も
の
相
手
も

し
て
く
れ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
依
頼

し
た
方
か
ら
、
大
変
助
か
っ
た
と
お
褒

め
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

月　日 行事名 参加団体 人数

4/19（金）

みんなの食堂
おおわに

あすなろ母親クラブ 9名

ウィメンズ大鰐 2名

5/17（金）

大鰐町連合婦人会 5名

ウィメンズ大鰐 2名

個人ボランティア 1名

5/18（土）
わにっこクラブ
時短！乳幼児食
　クッキング講座

食生活改善推進委員会 3名

計 22名

「
ち
ゃ
ぶ
台
喫
茶
」（
大
鰐
７
Ｂ
町
内
）

昨
年
度
よ
り
船
水
利
子
さ
ん
が
自
宅
の
ガ
レ
ー
ジ
で
通
り
す
が
り

の
方
に
「
一
輪
の
花
」
を
生
け
る
こ
と
の
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
ほ
し

い
と
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
の
賛
同
す
る
方
々
が
集
い
通
い

の
場
「
ち
ゃ
ぶ
台
喫
茶
」
と
し
て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、

８
名
が
訪
れ
、
様
々
な
花
器
の
中
か
ら
好
き
な
花
器
を
一
つ
選
び
、

船
水
さ
ん
の
庭
か
ら
切
り
出
し
た
沢
山
の
花
の
中
か
ら
一
本
を
生
け

て
楽
し
み
ま
し
た
。
花
器
の
向
き
、
枝
ぶ
り
等

を
工
夫
す
る
こ
と
で
思
い
思
い
の
作
品
が
出
来

上
が
り
、
皆
で
鑑
賞
し
な
が
ら
、「
一
輪
で
も
こ

ん
な
に
楽
し
め
る
ん
だ
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
は
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
会
話
も

弾
み
、
今
後
の
活
動
や
日
常
の
話
題
に
も
花
が

咲
い
て
い
ま
し
た
。
定
期
的
に
集
ま
り
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は
負
担
に
感
じ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
毎
月
10
日
を
活
動
日
と
し

ま
し
た
。
前
回
は
な
か
っ
た
畳
敷
き
や

ち
ゃ
ぶ
台
な
ど
が
増
え
て
居
心
地
も
よ

く
な
り
、
集
ま
る
回
数
も
増
え
て
い
き

そ
う
で
す
。
名
称
の
と
お
り
、
気
取
ら

ず
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
地
域
の
方
々
が

お
花
を
楽
し
ん
だ
り
、
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
場
所
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
目
印
に
な
る
看
板
を
用

意
す
る
予
定
な
の
で
気
に
な
る
方
は
是

非
一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

わ
が
ま
ち
、お
宝

わ
が
ま
ち
、お
宝

ボランティアの依頼を募集しています
　当ボランティアセンターでは、ボランティアの
依頼を募集しております。
　福祉施設等で開催されるイベントのボランティア
スタッフ、地区の環境整備、除雪ボランティア等、
依頼したい方はお気軽にご相談ください。
� ☎47-5151　担当：藤田
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この広報紙は、みなさまからの「社協会費」と「共同募金配分金（赤い羽根募金）」の一部により発行しています。

　
月
日
の
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
今
年
も
１
年
の

半
分
を
過
ぎ
ま
し
た
。

　
感
染
症
、
大
地
震
、
犯
罪
、
火
事
な
ど
私
達
の
心

配
ご
と
は
道
端
の
小
石
の
よ
う
に
転
が
っ
て
い
ま
す
。

で
も
楽
し
い
こ
と
、
新
し
い
こ
と
も
お
き
て
い
ま
す
。

子
ど
も
支
援
や
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
等
、
町
民

の
輪
の
広
が
り
も
お
き
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
「
み
ん
な
の
食
堂
お
お
わ
に
」
は
楽
し
い

企
画
で
す
。
町
民
み
ん
な
が
参
加
で
き
る
新
し
い
企

画
で
す
。

　
過
ぎ
去
っ
た
日
々
は
戻
り
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
楽

し
い
日
々
が
あ
る
か
と
待
つ
心
を
培
い
た
い
も
の
で

す
。

　
「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
お
お
わ
に
」
に
は
、
そ
ん
な
ヒ

ン
ト
が
沢
山
あ
る
と
思
う
の
で
、
多
く
の
方
々
に
読

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

�

調
査
広
報
部
会

投
稿
歓
迎

　
「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
お
お
わ
に
」
へ
の
ご
要
望
や
掲
載

記
事
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
編
集
発
行
】

社
会
福
祉
法
人
大
鰐
町
社
会
福
祉
協
議
会

住　
所　
青
森
県
南
津
軽
郡
大
鰐
町

　
　
　
　
　
大
字
蔵
館
字
川
原
田
37
－
6

　
　
　
　
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

電　
話　
0
1
7
2
－
4
7
－
5
1
5
1

Ｆ
Ａ
Ｘ　
0
1
7
2
－
4
7
－
5
1
5
3

そ
の
ほ
か
社
協
に
関
す
る
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

編

集

後

記

社
協
で
は
、
共
同
募
金

配
分
金
事
業
の
一
環
と
し

て
地
域
で
の
居
場
所
づ
く

り
、
介
護
予
防
や
生
き
が

い
づ
く
り
な
ど
を
め
ざ
す

活
動
・
集
ま
り
に
、「
地

域
福
祉
活
動
助
成
金
」（
１

回
あ
た
り
３
，０
０
０
円
）

を
助
成
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
近
く
に
そ
ん
な
場

所
が
ほ
し
い
、
作
り
た
い

と
い
う
方
々
に
社
協
が
お

手
伝
い
も
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

集
い
の
場

開
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
・
共
助
の
ま
ち
づ
く
り

�

み
ん
な
で
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
」

会
員
加
入
の
お
願
い

会
員
加
入
の
お
願
い

　

本
会
の
事
業
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
町
民
の
み
な
さ

ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
会
で
は
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
町
か
ら
の
補
助
金
、

受
託
金
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
、
住
民
の
み
な
さ
ま
や
商
店
・
企
業

の
み
な
さ
ま
の
会
員
会
費
を
財
源
に
福
祉
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

大
鰐
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
お
困
り
ご
と
を
抱
え
た
方
の
支

援
や
、
町
民
の
み
な
さ
ま
同
士
の
交
流
の
サ
ポ
ー
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
啓
発
な
ど
を
通
し
て
、
福
祉
の
町
づ
く
り
に
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
会
の
主
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

今
年
度
も
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。

※�

加
入
の
お
願
い
は
7
月
か
ら
各
町

内
・
地
区
の
区
長
・
班
長
の
み
な
さ

ま
を
通
じ
て
、
各
世
帯
に
お
伺
い
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

※
ご
加
入
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【 社協会費の区分 】
✿一般会員　1,000 円
　（個人一世帯）
✿特別会員　2,000 円以上
　（特に賛同協力する方）
✿賛助会員　3,000 円以上
　（企業・施設・商店・団体等）


